
千葉県糖尿病性腎症重症化予防プログラム改定について 

 

千葉県健康福祉部健康づくり支援課 

１ 改定の背景 

（１）平成３１年４月に国のプログラムが改定 

（２）令和元年度に千葉県慢性腎臓病（ＣＫＤ）重症化予防対策部会を設置し、糖尿病性腎症 

重症化予防と併せてＣＫＤ対策の取組を推進 

（３）保険者努力支援制度の令和３年度評価指標にプログラムの改定が盛り込まれた 

 

 

令和２年度第１回千葉県糖尿病性腎症重症化予防対策推進検討会(R2.9.3開催) 

にてプログラム改定について了承 

 

２ 主な改定点 

改定点 備考 

【ＣＫＤ対策の追加】 

・千葉県慢性腎臓病（ＣＫＤ）重症化予防対策部会の位置づけを記載 

・糖尿病でないが腎機能の低下がみられる者の抽出（ＣＫＤ抽出基

準）、ＣＫＤ対策協力医・腎臓専門医への受診勧奨について記載 

・ＣＫＤ対策協力医リストの活用について記載 

・ＣＫＤシールの活用や薬局からの疑義照会について記載 

・評価指標にＣＫＤ対策に関する内容を追加 

糖尿病性腎症において

も活用 

①保険者から協力医へ

の受診勧奨 

②かかりつけ医・専門医

の連携体制を強化 

③対象者への注意喚起 

【高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に関する内容の追加】 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の開始に伴い、市町村・

広域連合等の関係機関の連携や、庁内連携の強化等について記載 

国プログラムと整合 

（７５歳以上の対象者への 

保健事業実施） 

【ＫＤＢの活用促進を強調】 

・課題分析や対象者抽出、事業評価等におけるＫＤＢの活用を記載 国プログラムと整合 
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